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兵高教第36次教育研究集会開催 
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番
が
あ
っ
た
」
と
あ

る
。
普
段
の
教
育
活
動

で
も
子
ど
も
た
ち
の

出
番
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
。 

・
教
育
的
配
慮
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
の

推
移
を
み
る
と
、
震
災

の
恐
怖
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
減
少
す
る

が
、
住
環
境
の
変
化
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
は
一
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10
月

18
日
（
土
）
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
お
い
て
兵
高
教
第

36
次
教
育
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
組
合
員
に
加
え
県
立
学
校
教
員
・
保
護
者
・
市
民
等
県
下
各
地

か
ら
多
く
の
参
加
者
を
集
め
、
午
前
中
の
全
体
会
、
午
後
の
分
科
会
を
通
じ
て
、
深
く
学
び
、
活
発
な
討
議
・
意
見
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
た
今

年
度
の
教
研
集
会
で
は
、
全
体
会
に
兵
高
教
Ｏ
Ｂ
で
も

あ
る
諏
訪
清
二
さ
ん
を
招
い
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
分
科
会
で
は
初
任
１
年
～
４
年
目
の
３
人

の
若
手
組
合
員
を
含
む
６
本
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
に
基
づ

き
、
研
究
協
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 全
体
会 

◆
「
災
害
体
験
と
防
災
教
育
に
向
き
合
う
」 

 
 
 

諏
訪
清
二
さ
ん 

（
防
災
教
育
学
会
会
長
・
兵
庫
県
立
大
学
客
員
教
授
） 

兵
高
教
本
部
役
員
時
代
か
ら
、
舞
子
高
校
・
環
境
防

災
科
の
立
ち
上
げ
に
至
る
経
緯
や
、
国
内
外
で
の
こ
れ

ま
で
の
活
動
に
触
れ
な
が
ら
自
己
紹
介
を
行
っ
た
後
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
の
被
災
状
況
を
確
認
し
、
教
育

復
興
の
と
り
く
み
の
経
過
と
防
災
教
育
の
ス
タ
ー
ト
に

つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
上
で
「
新

た
な
防
災
教
育
」「『
語
る
』
意
味
と
語
る
場
を
ど
う
設

け
る
か
」「
協
議
の
防
災
教
育
と
抗
議
の
防
災
教
育
」「
学

び
の
本
質
」
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
示
し
つ
つ
、

わ
か
り
や
す
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
死
者
の
約
半
数
は
65
歳

以
上
、
直
接
死
の
約
３
／
４
は
窒
息
死
・
圧
死
。
住
ま

い
方
が
生
死
を
分
け
る
。 

・「
阪
神
・
淡
路
大
震
災 

神
戸
の
教
育
の
再
生
と
創
造

の
あ
ゆ
み
「（
神
戸
市
教
育
委
員
会
・
１
９
９
６
年
１

月
）
に
「
震
災
時
、
子
ど
も
た
ち
が
必
要
と
さ
れ
、
出

＝「民主社会を支える教育」～命を守る力を育むために～＝ 

旦
減
少
し
た
後
に
再
度
増
加
、
家
族
・
友
人
関
係
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や
経
済
環
境
に
変
化
に
よ
る
ス

ト
レ
ス
は
増
加
を
継
続
し
た
。「
時
が
解
決
す
る
」
の

で
は
な
い
。 

・「
新
た
な
防
災
教
育
」
の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
科
学

的
な
理
解
を
深
め
る
（
知
識
）」「
か
け
が
え
の
な
い
生

命
を
守
る
（
技
能
）」「
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
・
生
き

方
を
考
え
る
（
心
）」
の
３
つ
か
ら
な
る
。 

・
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
（
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
）
設
立
に

つ
い
て
、
教
育
の
復
興
支
援
は
教
職
員
だ
か
ら
で
き

る
。
な
ぜ
避
難
所
が
学
校
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
。

避
難
所
と
な
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
を

奪
っ
て
い
る
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
体
験
は
「
覚
え
て
な
い
よ
ね
」
と
大

人
に
丸
ご
と
な
か
っ
た
こ
と
に
さ
れ
る
。
詳
細
な
記
憶

か
ら
の
語
り
は
聞
き
手
の
言
葉
に
響
く
・
残
る
。
語
り

が
語
り
を
誘
発
す
る
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
語
る
意
味

を
考
え
始
め
た
。
語
り
に
は
「
社
会
的
意
味
を
持
つ
語

り
」
と
「
個
人
的
な
意
味
を
持
つ
語
り
」
が
あ
る
。
学

校
や
マ
ス
コ
ミ
は
「
美
し
い
こ
と
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
、

正
し
い
こ
と
」
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
が
、
現
実
に

は
「
醜
い
こ
と
、
残
念
な
こ
と
、
悪
い
こ
と
」
も
体
験

し
て
い
る
。 

・
誰
も
が
語
れ
る
語
ら
い
の
場
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
。

道
徳
的
・
教
育
的
期
待
、
マ
ス
コ
ミ
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
は
排
除
し
よ
う
。 

・
二
つ
の
大
震
災
を
経
て
、
防
災
教
育
は
変
化
・
発
達

し
て
き
た
。「
想
定
を
信
じ
な
い
」「
臨
機
応
変
力
を
養

う
」
防
災
教
育
の
時
代
。 

・
福
祉
・
食
・
ペ
ッ
ト
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
医
療
・
歴
史
・

も
の
づ
く
り
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
防
災

と
様
々
な
分
野
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
防
災
教
育

が
拡
が
る
。
学
校
に
お
い
て
も
、
防
災
教
育
は
教
科
・

領
域
を
横
断
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

・
予
定
調
和
で
は
な
い
学
び
、
気
づ
き
（
押
し
付
け
る

の
で
は
な
く
気
づ
か
せ
る
、
一
緒
に
気
づ
く
）、
誰
も

が
何
ら
か
の
役
割
を
担
い
評
価
さ
れ
る
、
正
し
い
解
だ

け
で
は
な
く
合
意
を
つ
く
る
必
要
を
知
る
、
本
物
の
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
、
こ
れ
ら
が
学
び
の

本
質
で
あ
る
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
風
化
さ
せ
ず
伝
え
て
い
く
こ
と
が

震
災
経
験
を
持
っ
て
い
る
私
た
ち
の
努
め
で
あ
る
」

「
自
分
自
身
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
語
る
場
の
大
切
さ
、
普
段
の
教
育
活
動
で
も
子
ど
も

た
ち
の
出
番
を
大
切
に
す
る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
た
め
て

確
認
で
き
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 分
科
会 

◆
第
１
分
科
会 

「
子
ど
も
主
体
の
学
級
・
学
校
・
授
業
づ
く
り
」」 

①
「
学
校
で
の
と
り
く
み
と
人
権
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
優
介
さ
ん
（
猪
名
川
分
会
） 

猪
名
川
町
唯
一
の
県
立
高
校
と
し
て
、
地
域
に
根
差

し
た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
定
時
制
高
校
や
特
別

支
援
学
校
で
学
ん
だ
経
験
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
を

ど
う
支
援
し
て
い
く
か
を
保
護
者
と
と
も
に
考
え
、
理

解
者
・
支
援
者
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
と
り
く
み
、

一
定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。
一
方
で
、
業
務
量
に
対

す
る
教
職
員
不
足
の
感
は
否
め
ず
、
ま
た
部
活
動
に
お

い
て
は
外
部
指
導
員
と
の
関
わ
り
に
戸
惑
い
を
感
じ
て

い
る
。 

 
 ②

「
高
校
全
入
の
是
非‐

定
員
割
れ
が
続
く
中
で‐

」   

畑
俊
輝
さ
ん
（
川
西
明
峰
分
会
） 

 

近
年
定
員
割
れ
が
続
く
中
、
学
区
拡
大
の
影
響
も
あ

り
遠
方
か
ら
不
本
意
な
が
ら
入
学
し
て
き
た
生
徒
、
中

学
校
段
階
で
不
登
校
傾
向
に
あ
る
生
徒
な
ど
が
多
く
、

転
退
学
が
増
加
し
て
い
る
。
漢
字

の
識
別
に
困
難
を
抱
え
、
中
学
校

時
代
は
学
習
面
で
苦
労
し
た
生

徒
が
、
入
学
後
意
欲
を
持
っ
て
学

習
し
「
欠
点
」
な
し
で
進
級
し
て

い
る
事
例
が
あ
る
一
方
、
生
徒
本

人
と
保
護
者
の
意
向
が
異
な
り
、

嫌
々
入
学
し
学
校
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
い
く
生
徒
も
多
い
。
高
校
に

入
学
で
き
て
も
、
結
局
ふ
る
い
落

と
さ
れ
、「
適
格
者
主
義
」
か
ら

抜
け
出
せ
て
い
な
い
現
状
を
踏

ま
え
、
評
価
の
あ
り
方
も
含
め
考

え
て
い
き
た
い
。（
裏
面
に
続
く
） 
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兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

③
「
新
入
生
を
迎
え
入
れ
て
思
う
こ
と
」 

中
野
雅
志
さ
ん
（
東
灘
分
会
） 

初
任
１
年
目
は
２
年
生
、
２
年
目
は
３
年
生
、
そ
し

て
３
年
目
で
１
年
生
を
担
任
し
て
い
る
。
よ
く
あ
る
３

年
生
か
ら
１
年
生
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
初
め
て
肌
で
感
じ

て
い
る
。
私
語
が
多
く
、
授
業
に
集
中
で
き
て
い
な
い

生
徒
が
増
え
て
い
る
印
象
で
あ
る
が
、
で
き
る
限
り
身

近
な
事
柄
か
ら
授
業
に
入
り
、
自
分
た
ち
の
生
活
か
ら

歴
史
と
の
関
わ
り
を
見
つ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

し
か
し
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
が
増
え
、
子

ど
も
た
ち
に
余
裕
が
な
い
。
学
校
を
離
れ
て
も
習
い
事

等
に
追
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え
複
雑
な
人
間
関
係

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
絡
み
、
子
ど
も
た
ち
は
常
に
誰
か
と
つ
な

が
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
拘
束
す
る

も
の
が
多
す
ぎ
る
。
も
っ
と
「
教
育
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

と
か
「
こ
の
子
た
ち
に
何
を
学
ん
で
ほ
し
い
か
」
等
い

ろ
い
ろ
な
話
を
教
員
ど
う
し
で
で
き
る
余
裕
が
欲
し

い
。
そ
し
て
生
徒
た
ち
と
と
も
に
考
え
て
い
け
た
ら
い

い
の
に
、
と
思
う
。 

 ◆
第
２
分
科
会 

「
進
路
保
障
と
今
日
の
教
育
課
題
」 

①
「
高
等
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
後
に
つ
い
て
」 

 

船
脇
吉
広
さ
ん
（
高
等
特
別
支
援
分
会
） 

学
年
主
任
を
し
て
い
た
17
年
前
の
卒
業
生
（
現

在
35
歳
）
の
そ
の
後
の
様
子
を
報
告
。
40
人
で
入

学
し
て
２
人
退
学
し
た
が
、
そ
の
２
人
も
療
育
手

帳
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
。
卒
業
か
ら
３
年
後
の

定
着
率
は
90
％
、
現
在
も
卒
業
後
と
同
じ
事
業
所

に
定
着
が
21
人
。
現
在
の
定
着
率
は
53
％
（
い
ず

れ
も
退
学
し
た
２
人
も
含
む
）
。
給
料
・
転
職
と
恋

愛
・
結
婚
が
現
在
の
も
っ
ぱ
ら
の
悩
み
で
あ
る
。

私
た
ち
が
日
常
利
用
す
る
街
の
お
店
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
、
外
見
で
は
判
別
で
き
な
い
知
的
障
害
者

が
働
い
て
い
る
。
彼
ら
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
に

守
ら
れ
な
が
ら
も
、
厳
し
い
現
実
を
生
き
て
い
る
。 

 ②
「
特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
お
け
る
進
路
指
導
の 

実
際
と
小
・
中
学
校
段
階
へ
の
期
待
」 

 

上
田
清
貴
さ
ん
（
い
な
み
の
特
別
支
援
分
会
） 

保
護
者
か
ら
は
「
企
業
就
労
」
の
希
望
が
あ
る
が
、

現
実
に
は
卒
業
生
（
２
０
２
４
年
度
、
以
下
同
じ
）
の

３
％
程
度
。
ま
た
就
労
継
続
支
援
の
場
合
は
Ａ
型
（
雇

兵高教女性部・青年部アンケート 
 

子どもたちが元気に学び、そして私たち教職員がいきいきと働ける学校・
職場にするために、みなさんの思いや願いを聞かせてください。いただいた
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※一次集約：11月15日（土）  

「兵庫の教育をよくする県民署名」 

「ゆたかな神戸の教育を実現するための署名」 

にご協力ください！ 
 

本部集約：１１月１５日（土） 
 
※署名用紙は各分会に郵送済です。ご家族、 
ご友人、職場のなかまにも協力を呼びかけ 
てください。 

 集約日までに書記局まで郵送または持参 
をお願いします。 

 

10
月
20
日
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
２
０
２
６

年
度
の
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
計
画
を
公
表
し
ま

し
た
。 

２
０
２
５
年
度
末
の
県
内
の
国
・
公
立
中
学
校
卒

業
見
込
者
数
は
前
年
度
末
に
比
べ
１
１
４
人
の
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
公
立
高
校
進
学
希

望
者
（
９
月
１
日
現
在
）
は
６
０
２
人
減
（
全
日
制

５
５
６
人
減
、
定
時
制
・
多
部
制
37
人
減
、
通
信
制

９
人
減
）
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

諸
物
価
高
騰
が
収
ま
ら
ず
、
実
質
賃
金
の
低
下
が

長
期
間
続
く
中
、
所
得
の
二
極
化
は
さ
ら
に
進
行
し

て
い
ま
す
。
兵
高
教
は
こ
れ
ま
で
、「
す
べ
て
の
希
望

す
る
人
に
後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る
」
た
め
、
全

日
制
高
校
、
定
時
制
・
多
部
制
高
校
の
開
門
率
を
引

き
上
げ
る
こ
と
を
強
く
要
求
し
て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
末
は
丹
有
地
区
・
但
馬
地
区
で
は
中
学
校

卒
業
生
が
増
加
す
る
見
込
み
で
す
が
、
東
播
地
区
・

西
播
地
区
で
は
減
少
し
、
全
日
制
課
程
に
つ
い
て
は

４
学
級
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
第
４
学
区

で
は
姫
路
市
立
高
校
３
校
の
統
合
に
と
も
な
い
８
学

級
減
、
県
立
学
校
５
校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
学
級
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
定
時
制
・
多
部
制
に
つ
い
て

は
、
学
級
数
の
増
減
は
な
し
、
通
信
制
課
程
の
募
集

２
０
２
６
年
度 

公
立
学
校
生
徒
募
集
計
画
発
表 

＝
全
日
制
４
学
級
減
、定
時
制
・
多
部
制
は
増
減
な
し
＝ 

用
型
）
の
希
望
が
多
い
が
、
明
石
市
内
は
Ｂ
型
事
業
所

が
80
％
以
上
で
あ
り
、
卒
業
生
の
多
く
（
約
62
％
）

が
Ｂ
型
事
業
所
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
次
に
多
い

の
が
生
活
介
護
事
業
所
で
約
20
％
。
生
徒
や
保
護
者

に
は
「
本
人
が
『
明
日
も
頑
張
ろ
う
』
と
思
え
る
事
業

所
や
区
分
を
選
ぶ
こ
と
」「
事
業
所
の
区
分
よ
り
も
そ

の
事
業
所
の
特
色
に
注
目
す
る
こ
と
」「
卒
後
す
ぐ
に

就
職
す
る
こ
と
よ
り
も
、
継
続
し
て
働
き
続
け
て
い
け

る
よ
う
に
な
ろ
う
」
と
伝
え
て
い
る
。 

小
・
中
学
校
で
の
生
活
や
学
び
の
積
み
重
ね
と
い
っ

た
「
何
気
な
い
日
常
」
が
、
将
来
、
進
路
選
択
の
幅
を

広
げ
た
り
職
場
定
着
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
可
能
性
を
信
じ
、
今
で
き
る
こ
と
を
丁
寧
に
育

て
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
。 

 ③
「
三
木
東
・
三
木
総
合
の
高
校
再
編
の
現
状
」 

 

伊
郷
和
真
さ
ん
（
三
木
東
・
三
木
総
合
分
会
） 

２
０
２
２
年
３
月
、
県
教
委
が
「
県
立
高
等
学
校
教

育
改
革
第
三
次
実
施
計
画
」
を
公
表
、「
発
展
的
統
合
」

と
し
て
２
０
２
５
年
度
に
７
組
16
校
、
２
０
２
８
年

度
に
６
組
12
校
に
統
合
・
再
編
す
る
計
画
を
示
す
。

北
播
磨
地
域
で
は
１
組
３
校
が
統
合
の
対
象
と
さ
れ
、

７
月
に
三
木
北
・
三
木
東
・
吉
川
の
３
校
の
統
合
を
発

表
、
以
後
「
発
展
的
統
合
に
向
け
た
検
討
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
11
月
に
三
木
東
高
校
を
新
学
校
校
地
と

し
た
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
決
定
（
設
置
学
科
は
総
合

学
科
）。
２
０
２
３
年
３
月
に
は
「
開
設
準
備
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
、
２
０
２
３
年
度
か
ら
本
格
的
に
統
合
の

定
員
も
増
減
な
し
と
し
ま
し
た
。
今
後
は
、「
高

校
授
業
料
無
償
化
」
の
動
向
や
広
域
通
信
制
課

程
等
へ
の
進
学
希
望
者
の
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
こ
と
等
も
注
視
し
つ
つ
、
多
様
な
生
徒
の

学
び
に
対
応
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
学
校

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
り
く
み
も
必

要
で
す
。 

私
た
ち
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
・
生
活
環
境

の
下
に
お
か
れ
な
が
ら
高
校
進
学
を
希
望
す
る

人
た
ち
の
願
い
を
受
け
止
め
、
今
後
も
、「
す
べ

て
の
希
望
す
る
人
に
後
期
中
等
教
育
を
保
障
す

る
」
た
め
の
と
り
く
み
を
一
層
強
化
し
て
い
き

ま
す
。 

（
詳
細
は
、
10
月
20
日
付
「
速
報
」
No.
４
参
照
） 

  

 

準
備
が
始
ま
る
が
、
県
か
ら
の
加
配
措
置

は
な
し
。２
０
２
４
年
度
に
は
三
木
東
高

校
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た

が
、
発
展
的
統
合
と
同
時
進
行
で
実
施
と

い
う
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。こ

の
間
総
合
学
科
発
表
会
に
は
三
木
北
・
吉

川
の
生
徒
・
職
員
も
参
加
。
施
設
設
備
に

つ
い
て
は
、
第
２
職
員
室
、
講
義
棟
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
が
新
設
さ
れ
た
。
現
在
、

職
員
は
三
木
東
と
三
木
総
合
を
兼
務
し

て
い
る
。
生
徒
の
動
揺
は
特
に
な
か
っ
た

が
、「
発
展
的
統
合
」
と
い
う
名
の
「
吸

収
合
併
」
と
い
う
印
象
で
あ
る
。 

 


